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＝

天
龍
村
大
河
内
　
お
嵩
様
の
墓

大
文
十
二
年

（
一
■
四
四
）
八
月
こ
の
地
で
、
五
歳
の
関
長
五
郎

と
共
に
家
来
の
伊
藤
惣
十
郎
に
殺
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
お

高
は
、
新
蔵
朧
永
の
要
、
又
は
安
芸
守
の
娘
、
長
五
郎
の
乳
母
等
の

説
が
あ
る
。
お
萬
様
は
権
現
城
の
藩
城
の
後
、
長
五
郎
を
つ
れ
て
坂

部
の
叔
父
を
た
よ
り
、
そ
の
叔
父
に
も
見
捨
て
ら
れ
生
家
の
決
合
ヘ

向
う
道
中
で
あ
っ
た
。
郷
声
峠
か
ら
新
野
を
目
指
し
て
、
途
中
足
を

痛
め
疲
れ
た
お
高
親
子
を
体
ま
せ
食
を
恵
ん
で
く
れ
た
恩
沢
家
に
は
、

お
苫
様
が
御
札
に
戦
し
て
い
っ
た
お
碗
が
家
宝
と
し
て
今
も
伝
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
。

向
方
で
カ
ギ
澪
と
い
う
家
で
体
ん
だ
時
、
夕
顔
の
き
れ
い
に
咲
い

た
花
を
長
五
郎
が
欲
し
が
っ
た
が
、
そ
の
家
の
婆
様
が
邪
慢
で
花
を

く
れ
な
か
っ
た
。
悲
し
か
っ
た
お
寓
様
の
恨
み
で
そ
の
後
は
、
こ
の

家
で
は
夕
顔
の
花
が
血
の
よ
う
な
赤
い
花
を
つ
け
、
爽
っ
て
も
苦
く

て
喰
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。

伊
藤
惣
■
郎
の
案
内
で
大
河
内
の
小
川
に
そ
っ
て
歩
い
て
い
た
。

背
に
負
わ
れ
て
い
た
長
五
郎
ｔ
馬
の
通
略
様
な
道
で
な
い
と
指
摘
さ

れ
た
事
か
ら
、
惣
十
郎
は
二
人
を
殺
し
て
立
去
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
惣
十
郎
の
ま
家
へ
の
怨
恨
か
、
物
盗
り
か
、
今
は
知
る
術
も

な
い
。
後
に
二
人
の
死
を
哀
れ
ん
だ
村
人
は
■
き
骸
を
騨
む
り
基
を

建
て
た
。
長
五
郎
の
基
は
明
治
時
代
ほ

『順
徳
院
懇
明
照
大
童
子
臨

と
辿
号
し
て
建
て
お
れ
て
い
る
。
上
本
の
桧
の
大
木
に
紫
藤
の
老
幹

が
ま
と
っ
て
い
る
。
物
語
の
悲
し
さ
を
語
る
風
情
で
あ
る
。
昭
和
＝

年
県
の
指
定
天
然
記
念
物
と
な
っ
た
が
、
藤
の
空
胴
化
が
進
み
指
定

が
は
ず
さ
れ
た
。
植
物
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
力
強
く
に
本
に
ま
と
い

つ
き
花
が
咲
く
と
い
う
。
少
し
離
れ
た
所
に
お
生
が
建
て
ら
れ
て
上

人
の
位
牌
が
祭
ら
れ
、
お
高
様
、
長
五
郎
の
霊
を
慰
さ
め
、
た
く
さ

ん
の
人
形
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。
弓
の
泰
納
競
射
の
金
的
中
の
額
が

壁

¨
面
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
毎
年
十
鴻
十
二
日
の
祭
り
の
際
、
二
劇

豊
根
村
の
弔
友
会
の
人
性
も
加
わ
り
、
に
ぎ
や
か
な
お
祭
と
お
ご
そ

か
に
命
的
中
の
儀
礼
も
行
わ
れ
て
い
る
。

（清
内
路
村
　
原
　
勇
二
）

伊
那
谷
に
お
け
る
蚕
糸
業
の
隆
替

飯
田
市
美
術
博
物
館
で
は

「お
か
い
こ
さ
ま
１
伊
那
谷
の
養
蚕
業
と

人
び
と
の
く
ら
し
」
（収
称
）
と
い
う
特
別
展
を
企
画
し
て
い
る
。
「晨

覧
会
の
越
旨
」
（案
）
に
よ
る
と
、
「伊
那
谷
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
と

き
、
養
蚕
と
蚕
糸
業
は
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
産
業
で
あ
る
。
全
国

で
も
な
数
の
菫
産
地
と
な
り
、
そ
の
富
は
伊
那
谷
を
う
る
お
し
、
政
治
・

経
済
・
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
彬
響
な
与
え
て
い
る
。
伊
那
谷
の

人
ぴ
七
に
と
っ
て
、
こ
の
産
業
は
暮
ら
し
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
も
い

え
る
は
ど
で
あ
っ
た
。
カ
イ
コ
を

『お
か
い
こ
さ
ま
』
と
呼
び
、
蚕
工

さ
ま
を
祀
っ
て
い
る
こ
と
は
、
両
者
の
か
か
わ
り
の
探
さ
な
撫
実
に
物

語
っ
て
い
よ
亀ヽ

本
縦
覧
会
は
、
養
蚕
業
な
ら
び
に
蚕
米
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
学
部
谷
の
近
代
文
化
の
特
質
に
追
る
と
と
も
に
、
こ
の

産
業
が
伊
那
谷
に
も
な
ら
し
た
影
機
の
大
き
さ
を
見
直
し
、
そ
の
将
来

紅
な
可
館
性
を
探
，
た
い
」
と
そ
の
抱
ム
を
遮
べ
て
い
る
（
一
九
九
二
・

九
，
■
二
、
同
鷲
人
文
部
門
評
機
＝
会
資
料
に
よ
る
０。
こ
の
企
画
は
回

館
に
お
い
て
刊
時
か
ど
つ
し
て
も
扱
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
テ
ー
マ
で
あ
り
、

ま
こ
と
に
時
宣
を‐得
た
も
の
と
い
え
よ
■ヽ

そ
こ
で
、
・■
の
際
、
伊
那

書
の
蚕
糸
業
に
関
す
る
メ
モ
ク
ン
ダ
ム
，
」し
て
「
そ
の
隆
替
０
軋
跡
を

浦

宏

た
ど
っ
て
み
た
い
。

一
、
養
蚕
の
起
淵
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

桑
を
栽
培
し
、
そ
の
桑
で
蚕
を
飼
育
し
、
機
を
生
産
す
る
の
が
い
う

ま
で
も
な
く
獲
蚕
で
あ
る
。
養
蚕
の
始
ま
る
前
、
長
い
間
、
人
び
と
は

野
上
の
襟

（鸞
磁
）
の
繭
を
活
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
元

の
工
機
が
書
い
た

卿濃
書
饉
２

〓
ｉｌ

〓
じ

の
第
穴
巻
に

『維
南
工
蚕

縦
に
漱
■ヽ

黄
帝
元
妃
西
陵
氏
始
め
て
識
す
。
驚
し
贅
帝
衣
裳
を
つ
く

る
一
因
て
此
に
始
す
る
也
』
と
記
さ
れ
、
こ
れ
が
養
蚕
の
起
源
と
さ
れ

て
い
る
。
中
国
の
養
蚕
は
地
国
と
比
較
ｔ
な
ら
な
く
ら
い
宙
く
、
前
漢

（腫
Ｉ
Ｏ
，一―
船
八
）
時
代
に
は
全
上
に
広
が
り
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

〔オ
ア
ン
ス
・
ル
ー
ト
、
ス
テ
ッ
プ

（革
原
〉

・
ル
ー
・卜
、　
マ
リ
ン

（海
）
ル
ー
ト
〕
を
通
っ
て
周
辺
地
域
へ
拡
大
し
て
い
っ
た
と
い
ゎ
れ

て
い
る
。二、

わ
が
国
に
お
け
る
養
僕
業
の
軌
続

欄
本
で
の
養
蚕
を
示
す
晟
も
古
い
記
録
ぼ
幣魏
憲
倭
人
体
』
に
あ
り
、

珊
奇
詰
百
牌
０
諫
櫛
蒲
映
ド
汁
耐
佃
§
（
■
。
鍛
寄
甜
球
鵡
０
鞘
騨
湧
針
喜
ざ
乳
′
嚇
理

・
冊
疏
＝
湧
（
鴨
針
ｇ
紡
ゆ
う
い
０
熙
弩
。
回
日
回
ゆ
図
珊
総
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■
■靱

珈
瑚
嚇
Ⅷ
鶉

二
世
紀
中
頃
に
は
朝
鮮
半
島
経
由
で
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
二
四
二
年
に
は
倭
工
が

一倭
熱
」
な
ど
魏
に
献
し
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
。
大
化
改
新

一人
四
上
）、　
っ
づ
く
大
宝
律
令

（
七
●

一
）
の
班
田
収
授
に
よ
り
、
公
民
に
日
分
田
が
与
え
ら
れ
、
■

・
庸

・

調
な
ど
の
税
が
課
せ
ら
れ
た
。
調
物
と
し
て
絹
や
麻
を
納
め
さ
せ
た
の

で
、
奈
良
時
代
に
は
近
畿
、
関
東
、
東
北
ま
で
養
蚕
地
域
が
ひ
ろ
が
り
、

平
安
時
代
に
は
全
国
に
お
よ
ん
だ
と
い
う
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
、
貞

早
二
年

（
一
六
八
五
や、
中
国
産
の
白
糸
が
、
来
割
符

一
江
戸
時
代

外
国
船
が
も
た
ら
し
た
白
糸

（■
糸
）
の
売
買
に
つ
い
て
、
幕
府
か
ら
堺

京
都
　
長
崎

・
江
戸

・
大
板
の
商
人
に
許
可
し
た
独
占
権
）
の
制
度
復

活
で
輸
入
が
制
限
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
特
に
信
州
を
お
む
東
山
道
諸

傷
に
お
い
て
盛
ん
に
な

っ
た
が
、
安
政
開
国
以
前
に
は
業
畑
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
業
樹
は
主
に
開
畑
の
１１
千
や
屋
敷
の
ま
わ
り
に
柑
え
ら
れ
て

い
た
。
養
豪
に
活
気
が
出
て
く
る
の
は
安
蔵
五
キ

一
¨
八
五
人
一
の
開

港
に
よ
る
生
糸
輸
出
の
開
始
か
ら
で
、
こ
の
‐―キ
点
か

っ
、
桑
畑
が
各
地

に
出
来
る
の
で
あ
る
。
伊
那
不
の
乏
水
地
域

一
覇
状
地
段
丘
一
の
開
発

が
は
じ
ま
る
の
も
こ
の
頃
か
ら
と
み
，，
れ
る
。

第

一
次
世
界
大
戦
は
日
本
ｏ
養
蚕
業
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
契

機
と
な

「
た
。
す
な
わ
ち
　
日
本
極
、
中
国
１１
　
ョ
ー
ロ
ッ
パ
種
の
う

ち
■
つ
を
支
配
し
て
作

一′
た

．
代
支
＝
ヽ
種
と
い
う
使
良
品
榊
に
よ
っ

て
ま
種
の
統

一
が
進
ゑ
　
単
位
蚕
種
ｉ
当
り
の
収
繭
最
が
急
増
し
、
繰

ふ
能
準
し
よ
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
の
製
糸
業
が
中
国
や
イ

三
、
製
糸
業
の
推
移

室
町
時
代
以
後
、
京
都
の
両
陣
で
絹
織
物
業
が
盛
ん
に
な
る
が
、
そ

の
原
料
の
ほ
と
ん
ど
は
中
国
産
の

「
白
糸
」
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
前

述
の
点
一半
二
年
江
戸
幕
府
が
こ
の
白
糸
の
輸
入
を
制
限
し
た
こ
と
に
よ

り
、
岩
代

（福
島
県
｝、
上
野

（群
馬
県
）、
信
濃
な
ど
東
山
道
諸
国
の

蚕
糸
業
が
勃
興
し
、
多
量
の

ず
為
登
糸
」
（
地
方
か
ら
都

へ
送
る
糸
）

が
西
陣

へ
送
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
安
政
開
国
は
輸
出
向
け
生
糸
の

生
産
を
激
増
さ
せ
た
が
、
当
初
、
日
本
の
生
糸
は
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン

ス
の
生
糸
に
比
べ
て
品
質
が
劣
り
、
織
織
物
の
構
糸
に
し
か
使
用
さ
れ

な
か
っ
た
。　
一
九
●
Ｃ

一明
治
二
■
）
年
代
に
な
っ
て
縦
糸
用
の
優
良

な
生
糸
も
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
四
二
年

一
一
九
●
九
ヤ
に

は
イ
タ
リ
ア
、
中
国
を
抑
え
て
、
世
界

一
の
生
糸
輸
出
国
と
な
り
、
全

国
生
糸
生
産
量
の
三
分
の
二
～
四
分
の
■
が
年
々
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。
人
Ｉ

¨
二
年

一
一
ザー．
■
●
、
関
東
震
災
）
ま
で
は
横
浜
が
生

糸
の
主
輸
出
港
、
以
降
、
神
戸
が
参
入
す
る
。

万
延
元
■

一
一
八
六
０
）
諏
訪

へ
上
州
“
繰
器
が
導
入
さ
れ
、
従
来

の
手
挽
に
比
べ
て
、
労
働
生
産
性
は
■
倍
に
向
上
し
、　
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ

ュ
ア
ー

（
工
場
制
手
工
業
や
も
あ
ら
わ
れ
た
。
明
治
五
年

（
一
人
七

三
）
官
菅
富
岡
工
場
が
創
設
さ
れ
、
長
野
、
山
梨
、
岐
阜
二
県
を
中
心

に
多
数

の
器
機
製
糸
が
設
立
さ
れ
た
が
、
多
く
は

一
０
１
三
●
人
繰
の

小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
器
械
製
糸
に
よ
る
生
糸
生
産
量
が
座
操
の

タ
リ
ア
の
製
糸
業
を
大
き
く
リ
ー
ド
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
時

期
に
長
野
、
埼
玉
、
山
梨
、
群
馬
な
ど
が
大
規
模
養
蚕
地
域
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
暴
に
共

‐通
す
る
立
地
条
件
め

一
つ
は
広
い
こ
水
地
域
、
す
な

わ
ち
、
婦
状
地
、
段
丘
、
火
山
山
驚
、
洪
積
台
地
を
も

っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
こ
水
に
強
い
樹
木
作
物
で
あ
る
桑
樹
に
よ
る
開
発
の
進
腱

が
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
大
正
二
年

（
一
九

一
六
）
の
養
蚕
戸
敗
は
全

国
で

一
六
七
万
戸

（全
農
家
数
の
二

¨
％
）
で
あ

っ
た
の
に
、
昭
和
四

年

一
一
九
二
九
一
に
は
三
二
■
万
戸

（全
農
家
数
の
四
●
％
）
と

一
二

十
間
に
上
五
カ
戸
も
増
加
し
た
の
で
あ
る
。　
一
方
、
養
蚕
農
家
は
製
糸

家
に
よ
る
山
の
買
い
た
た
き
に
対
抗
す
る
た
め
養
蚕
組
合
を
結
成
し
、

大
ｌｌｉ

一
四
年

一
一
几
．
■
一
に
は
過
■
の
養
蚕
幾
家
が
統
合
に
加
入

し
た
。
昭
和
三
年

一
¨
九
二
ｔ
一
に
は
し
ま
る
大
恐
慌
以
降
の
蘇
価
風

落
に
つ
づ
き
、
昭
和
九
年

一
一
１１１，
二
四
）
に
は
原
蚕
種
管
理
法
、
昭
和

一
一
年
に
は
産
前
処
理
統
制
法
な
ど
国
家
の
統
制
が
っ
ま
ま
，
た
。

人
平
洋
戦
争
中
に
は
■
■
農
家
は
激
減
し
、
昭
和
三
中
■

一
一
九
四

Ｔ
一
に
は
約

一
中
●
力
戸
、
昭
和
Ｉ
六
午

一
一
―し
八

一
ヤ
に
――
約

一
Ｉ

万
ド
、
躙̈
上
産
＝
は
約
六
万
ｔ
と
な
り
、
＝
清
戦
争
当
―――
の
状
態
Ｌ
な
。

た
。
こ
の
背
景
に
は
化
学
織
紺
の
発
達
、
中
＝

・
韓
国
の
■

い
生
糸
の

進
出
が
あ
る
。
昭
和
Ｉ
五
年

一
一
九
八
●
こ

に
は
群
馬
、
福
島
、
■
■
、

長
野
、
山
梨
の
＝
県
で
全
国
産
蘭
サ
の
六
七
％
を
占
め
て
い
る
。

そ
れ
を
凌
駕
す
る
の
は
明
治
二
七
年

（
一
人
九
―１１
）
以
降
で
あ
る
。
器

械
製
糸
場
で
は
未
婚
の
女
工
た
ち
が
長
時
間
労
働
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、

明
治
三
四
年

（
一
九
●

一
）
帝
時
、
諏
訪
地
方
の
労
働
時
間
は

「決
シ

テ
十
二
四
時
間
ヲ
降
ル
コ
ト
ナ
ク
、
長
キ
ハ
十
七
八
時
間
二
確
セ
ル
」

「
職
Ｉ
事
情
じ
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
し
、
下
伊
那
地
方
に
お
い
て
も
、

「明
治
期
末
の
製
糸
＝
女
の
労
働
寅
阿
智
村
誌
下
落
四
六
九
頁
デ
ム地
村

役
場
資
料
し
時
間
は

「
一
日
一
四
時
間
以
上
』
で
中
堅
１１
女
で
も
米

一

升
買
え
ぬ
賃
金

｛拙
稿
、
一
九
八
九
、
伊
那
一
二
サ
）
で
あ
っ
た
。

四
、
伊
那
谷
に
お
け
る
蚕
糸
業
の
隆
替

江
戸
期
に
は
本
田
畑
に
は
米
の
ほ
か
大
晨
、
小
麦
、
料
、
人
立
、
小

豆
な
ど
の
穀
類
の
ほ
か
は
正
式
に
は
作
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か

ら
、
養
蚕
は
饉
か
な
も
の
で
ふ
っ
た
。
江
戸
中
期
、
事
保
■
年

一
一
七

■
０
）、
向
関
村

（阿
智
村
の
内
０
明
細
帳
に

『撲
少
々
か
い
中
候
、

手
前
適

用
斗
り
に
御
座
候
」
（伺
村
誌
上
巻
ｔ
一
八
頁
）
と
あ
る
よ
う

に
中
期
に
入

ン^
て
も
自
家
用
に
餞
う
程
度
で
あ
っ
て
、
絶

（悪
し
絹
、

人
糸
で
織
っ
た
粗
製
の
絹
布
）
を
つ
く
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、　
こ
の
頃
か
ら
商
業
経
済
が
次
第
に
発
達
し
、
町
人
階
層
を
中
心

に
絹
織
物
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
り
、
生
糸
の
商
品
価
値
は
あ
が
っ
た
。

そ
こ
で
、
桑
は
新
し
く
開
霊
し
た
原
畑

・
川
揉
畑
な
ど
で
作
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
安
政
開
国
の
幕
末
期
に
は
本
田
畑
ま
で
拡
大
す
る
傾

向
を
み
せ
た
。
す
な
わ
ち
、

＝
壽
詰
吉
削
０
叶
繭
藩
映
ざ
汁
耐
綱
薔
み

端
寄
甜
球
＝
〇
鞘
畔
う
計
喜
ヽ
Ｌ
′
赫
珊

・
用
前
＝
湧
〔
中
か
τ
飾
”
う
い
０
熙
■
・
回
円
画
か
国
珊
器



「近
年
田
方
全
莱
植
候
も
の
多
有
之
哉
二
相
聞
以
之
外
之
事
二
候
、

五
穀
を
廃
し
蚕
を
専
二
致
候
雨
は
不
可
然
候
、
関
地
へ
植
付
候
ハ
当

然
之
儀
二
候
得
共
、
田
方
は
勿
論
畑
方
等
新
規
二
葉
植
付
候
儀
決
雨

不
相
成
候
事
二
候
、
有
之
進
御
料
私
領
寺
社
領
と
も
不
洩
様
可
相
触

候
　
子

（元
治
元
年
力
）
四
月
」

（阿
智
村
誌
　
上
巻
七

一
九
真
）

３
近
年
、
本
田
へ
薬
を
植
え
る
者
が
多
く
あ
る
や
に
問
く
が
も
っ
て

の
ほ
か
の
こ
と
で
あ
る
。
本
田
畑
以
外
の
閑
地
へ
植
え
る
の
は
、
時
節

柄
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
田
畑
へ
新
た
に
業
を
植
え
つ
け
る
こ

と
は
あ
い
な
ら
ぬ
二
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
大
領
、
私
領
、
寺
社
領

へ
も
ら
さ
ぬ
よ
う
轟
知
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
一
Ｌ
い
っ
は
ど
の
意

で
あ
る
一
と
い
う
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
養
蚕
へ
の
傾
斜
は

と
め
ど
な
い
流
れ
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
安
政
聞
国
よ
り

一
●
年

後
の
こ
と
で
あ
る
。

明
治
七
年

一
一
八
七
四
）
『――
中
関
村
田
畑

一
筆
地
引
帳
」
に
よ
れ

ば
、
こ
の
村
で
は
畑
の
九
二
％
が
自
作
地
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
自
作
畑

で
業
五
六
六
貫
、
小
件
畑
で
七
六
貫
を
収
穫
し
て
い
る
。
農
家
総
数

一

０

¨
戸
の
う
ち
、
二
一
戸
が
養
蚕
を
常
み
、　
¨
、
三
Ｍ
以
ｔ
の
出
畑
所

有
者
九
戸
は
す
べ
て
養
蚕
を
行
っ
て
い
る
が
、
桑
収
量
は
最
高
四
〇
貫

に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
事
実
か
ら
推
量
す
る
と
、
養
蚕
は
経
済
的
に
ゆ
と

り
の
あ
る
上
農
階
疇
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
漸
次
ほ
と
ん
ど
の
農
家
に
及

ん
で
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
■
の

「府
県
物
産
表
」
に
よ
る
と
、

器
械
製
糸
に
お
い
て
は
全
国

一
と
な
り
、
明
治
二

一
年
に
は
工
場
数
、

労
働
者
数
と
も
全
国
の
三
分
の
一
を
占
め
る
に
至

っ
た
。
下
伊
那
は
諏

訪
、
上
高
井
、
東
筑
摩
の
二
部
と
と
も
に
明
治
初
期
に
は
座
繰
製
糸
の

発
達
は
他
郡
に
比
べ
中
程
度
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
、
急
速
に
器
械
製

糸
が
発
展
し
た
と
い
う
地
域
的
特
色
が
あ
る
。
県
史
に
よ
れ
ば
、
小
県
、

埴
科
は
本
県
“
融
製
糸
の
中
心
地
で
あ

っ
た
が
、
器
械
製
糸
の
発
達
は

前
世
四
郡
は
ど
で
は
な
か
●
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
上
　
下
水
内
．
夏

級
は
座
標
製
糸
も
器
械
製
糸
も
明
治
初
期
か
ら
■
０
年
代
に
至
る
ま
で

あ
ま
り
振
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
長
野
県
が
器
械
製
糸
に
お

い
て
，
日

¨
Ｌ
な
る

一
翼
を
■
伊
那
も
大
き
く
担
４．
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
明
治
ｉ
八
年

（
一
人
九
二
十、
片
命
兼
太
郎
が
片
倉
組
を
組
織
し
た

が
、
こ
れ
は
弟
の
光
治
、
今
井
五
介
、
従
弟
の
片
命
俊
大
郎
な
ど
の
同

族
組
織
で
明
治
■
０
年
代
末
に
は
川
岸
、
下
諏
訪
、
松
本
、
彼
田
お
よ

び
県
外
に
七
製
糸
所
を
も
ち
、
総
釜
数

一、
ｔ
１ヽ‥―‐
Ｏ
余
に
お
よ
ん
だ
。

ま
た
、
本
熙
製
糸
工
場
の
県
外
進
出
は
飯
田
の
伊
那
製
糸
会
社
古
沢
利

人
が
明
治
二
二
年

一
一
人
人
九
）
に
愛
知
県
小
牧
町

（小
牧
市
）
へ
進

出
し
た
の
に
始
ま
る
。
下
伊
那
は
組
合
製
糸
が
集
中
的
に
発
達
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
正

一
五
年

（
一
九
二
六
）
の
調
査
に
よ
る
と
県
内

組
全
製
糸
七
七
工
場
、
八
、
八
一
七
釜
の
う
ち
、
下
伊
那
に
は
三
四
工

場

（全
県
の
四
五
％
）
四
、　
一
〓

一釜

（同
四
七
％
）
が
あ
っ
た
。
下

伊
那
で
組
合
製
糸
が
発
展
し
た
理
由
は
地
元
に
有
力
な
製
糸
家
が
少
な

長
野

・
筑
摩
櫛
県
の
繭
生
産
額
は
四

一
万
貫
、
驚
ダ
県

（群
馬
県
と

埼
玉
県
の
一
部
）
の
生
産
額
■
０
五
万
賞
の
約
二
分
の
一
で
、
新
潟
県

や
山
梨
県
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
約

一
〇
年
後
の
明
治
¨

〇
年
代
末
に
な
る
と
本
県
の
繭
生
産
額
は
全
国
第

一
位
に
躍
進
す
る
の

で
あ
る
。

蚕
種
業
者
は
春
繭
の
蛹
を
殺
さ
ず
に
発
蛾
さ
せ
、
台
紙
に
卵
を
上

み
つ
け
さ
せ
、
そ
の
蚕
卵
紙
を
養
蚕
家
に
販
売
し
た
。
本
県
の
蚕
種
業

の
中
心
は
上
田
　
小
県
地
方
で
あ
っ
た
。
慶
応
元
年

（
一
人
六
Ｉ
）、

蚕
種
輸
出
公
認
以
来
、
明
治

一
〇
年

（
一
人
ｔ
ｔ
）
ま
で
、
蚕
種
は
わ

が
国
総
輸
出
額
の
一
０
％
前
後
を
占
め
、
本
県
は
そ
の
四
０
～
■
０

％
を
占
め
て
い
た
。
下
伊
那
の
蚕
種
生
産
高
は
明
治
■
八
年

一
Ｉ
八
八

五
）、
春
蚕
で
は
本
県

一
六
郡
中

一
二
位
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
年
後
の

明
治
三
八
年

（
一
九
中
Ｌ
）
に
は
小
Ｌ
、
埴
科
両
郡
に
つ
づ
い
て
第
二

位
に
浮
■
し
て
い
る
。

生
糸
売
込
商
と
し
て
贅
名
な
の
は
藪
田
の
田
中
平
八
、
松
代
の
大
谷

辛
歳
、
辰
野
の
小
野
光
景
等
で
あ
る
が
、
出
中
――
西
奉
近
か
ら
飢
出
ヘ

養
子
、
横
浜
開
港
と
と
も
に
よ
糸
、
茶
を
扱
っ
て
巨
利
を
得

『天
下
の

糸
平
い
と
呼
ば
れ
た
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
開

産
社

（ｉ
糸
一
社
長
な
ど
と
し
て
活
躍
し
た
長
谷
川
範
ｔ

（奇
本
村
一

も
い
る
。

明
治
中
期
以
降
、
本
県
製
糸
業
の
発
展
は
全
同
的
に
み
て
も
目
を
み

は
る
も
の
が
あ
り
、
明
治
■
０
年

一
一
八
入
七
）
代
後
半
に
な
る
と
、

か
っ
た
こ
Ｌ

（拙
稿

”大
正
初
期
に
お
け
る
下
伊
那
地
方
の
製
糸
業
い

伊
郎
、
一
九
八
九
、

一
一号
）、
養
蚕
業
が
急
速
に
発
達
し
、
大
規
模
養

Ａ
家
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
ほ
か
に
、
機
を
見
る

に
敏
な
る
個
人
製
糸
の
峰
営
者
が
景
気
の
動
向
を
察
知
し
て
、
経
常
か

ら
手
を
引
き
、
や
む
を
得
ず
、
養
蚕
家
が
共
同
出
資
し
て
個
人
製
糸
を

買
収
し
、
組
合
製
糸
を
組
織
し
た
形
跡
も
あ
る
。
例
え
ば
、
「右
限
責

任
扶
集
館
信
用
販
売
組
合
』
は
人
■
七
年

一
一
九
¨
八
一、　
一
０
月

一

八
日
、
会
地

・
伍
和
の
養
蚕
家

一
九
九
名
が
出
資
し
、
個
人
製
糸
繰
糸

釜
数

¨
●
四
個
ほ
か
一
切
の
施
設
々
備
を
二
七
、
ｉ
Ｏ
Ｏ
円
で
貫
収
し

経
営
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
第

一
年
次
の
事
業
報
告
書
に
は
販
売
実
績

と
し
て呻■
糸
事
業
初
年
度
ノ
コ
ト
ト
テ
設
備
完
成
原
料
統

一
マ
デ
ニ
至
ラ

ズ
ト
雖
モ
供
繭
繰
糸
販
売
等
何
等
／
支
障
モ
ナ
ク
其
事
業
ヲ
遂
行
ン

相
当
ノ
利
益
配
分
ヲ
行
フ
コ
ト
フ
得
シ
ハ
時
機
適
合
卜
組
合
員

一
致

協
同
従
事
員
ノ
４
苦
卜
精
励
／
結
果
二
外
ナ
ラ
ズ
ト
信
ズ
＝
下
ノ
如

キ
物
価
ノ
急
転
（
来
年
度
事
業
経
常
二
於
テ
大
二
注
意
幣
戒
フ
ス
ベ

キ

コ
ト

ナ

リ

生
糸
売
却
方
ハ
横
浜
伊
藤
合
名
会
社
へ
出
荷

ン
夏
挽
糸
ハ
全
部
前
約

売
フ
為
シ
春
挽
二
至
り
甲
九
■
番
館
へ
成
行
約
定
ヲ
ナ
シ
五
百
斤
ヅ

ツ
毎
月
五
ノ
ロ
ニ
回
渡
フ
為
ス
最
高
価
二
、
四
九
〇
円
ニ
ン
チ
最
低

価
二
、
二
五
〇
円
平
均
二
、
七
五
〇
円
強
ト
ナ
ル
』

と
記
述
さ
れ
、
「目
下
ノ
如
キ
物
価
ノ
急
転
ハ
来
年
度
事
業
経
営
ニ

1

■
■
一■
■
■
＝
＝
「
Ⅶ
川
Ⅲ
川
悧
Ⅷ
Ⅶ

瑞
書
詰
百
牌
０
叶
繭
蒋
映
ざ
汁
耐
＝
Ｓ
〔
嗜
・
Ｎ
寄
雨
鍬
＝
０
響
畔
ヽ
針
喜
ヽ
Ｒ
′
赫
期

・
翻
前
＝
サ
〔
”
針
τ
飾
０
う
い
ｃ
丼
ヽ
。
回
け
回
”
コ
珊
識



於
テ
注
意
警
戒
プ
ス
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
」
と
次
年
度
に
対
す
る
危
供
の
念

を
表
明
し
て
い
る
が
、
第
二
年
度

一人
正
九
年
）
の
事
業
報
告
に
は

一本
年
度
事
業
ノ
概
況
フ
述
ブ
レ
パ
前
年
末
好
況
ノン持
続
セ
ル
経
済

外
ハ
ニ
月
二
至
り
株
式
ノ
暴
落
フ
端
緒
ト
シ
急
転
直
下
殊

二
繭
糸
市

況
ノ

¨
大
頓
挫

ハ
■
産
地
フ
産
業
界
ヲ
不
安
ノ
悲
境
二
札
倫
セ
ン
ム

ル
一
方

二
物
価

ハ
比
較
的
下
落
ノ
傾
向
之
レ
十
キ
為
メ
生
産
費

ハ
依

然
卜
変
ズ
ル
フ
ト
ナ
キ

ユ
反

ン
販
売
品

ハ
益
々
ド
向
シ
五
六
月
ノ
交

二
至
り
資
金

ハ
ぶ
梗
塞
プ
選
フ
シ
■
半

（
益
々
社
膏
難
フ
十
ゲ
如
何

ト
モ
設
使
十
カ
リ
シ

（中
略
一。
た
挽

（
横
浜
伊
藤
合
名
会
社
■
■

米
■
糸
株
式
会
社
ノ
ニ
店

二
毎
月
円
＝

（
――Ｉ
Ｈ
．　
一
Ｉ
＝
、
■
■
日
、

■
０
日
）
五
百
斤
苑
毬
構
成
行
相
場

ニ
テ
甲
九
●
■
へ
売
却
セ
シ
モ

本
挽

二
至
り
糸
価
益
下
記
ブ
二
十
ウ
ズ
■
ノ
●
卜

一
中
ブ
操
糸
セ
シ

ヲ
以
チ
夏
挽

（―
四
中
ヲ
約
束
一
ソ
約
彙
ブ
履
行
ス
ル
フ
得
ズ
迩

ニ

他
ノ
方
法

二
依
り
売
却
ス
ル
ン
ト
ト
十
り
多
夕

（
帝
国
抜
糸
株
式
会

社

へ
売
却
ス
本
年
度
最
高
価
格
　
　
ム

一́

円
　
最
低
価
格

　̈

■

五
●
円
平
均

一
、
四
六
　
円
ナ
リ
」

と
配
述
さ
れ
て
い
る
よ

「ヽ
に
、
＝

．
年
度
報
告
書
に
見
ら
れ
る

「
物

価
急
転
、
注
意
警
戒
」
が
■
■
の
―
の
Ｌ
な
り
、
第
二
年
度
に
は
早
く

も
繭
市
況
は
暗
転
じ
　
前
年
度
蘭
仙
の
半
イー１１１
に
暴
落
し
て
し
よ
う
の
で

あ
る
。
柔
軟
な
企
業
家
の
対
嗜
に
対

」て
、
組
合
製
糸
経
営
の
難

し
さ

を
物
語

っ
て
い
る
。

明
治
四
０
年

一
一
九
い
ｔ
一
の
本
県
総
収
山
址
に
対
し
、

一
八
年
後

た
。
昭
和

¨
七
年
平
谷
村
で
温
床
＝
代
４
始
め
　
軽
■
沢
――１１
の
蘇
原
豊

よ
は
保
温
折
衷
市
代
を
考
案
し
貢
献
し
た
″
■
れ
を
，
■
る
に
昭
和
恐

慌
七
化
学
繊
維
の
発
達
に
よ

っ
て
深
刻
な
打
撃
を
受
――
た
■
糸
■
は

出
中
戦
争
↓
大
平
洋
戦
争
↓
戦
後
と
ま
選
Ｌ
　
昭
ｆｌｌ
■
六
年

一
一
九
人

一
一
に
は
前
述
の
よ
う
に
■
清
戦
争

一
一
人
ｔ
四
―
九
ｌｉ
一
当
時
の
た

繭
量
に
一民
る
の
で
あ
る
。
伊
那
谷
■
糸
業
の
Ｉ
令
時
●
――
人
■
期
を
中

心
に
据
え
た
明
治
末
、
昭
和
初
期
の
四
十
Ｌ
“
■
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
衰
凛
期
に
入
っ
た
昭
和
七
年

一
¨
九
二
一
一
―
‐ｌｒｌ
知
九
年
で
挙
ヘ

も
こ
の
地
方
で
は
な
お
か
つ
養
爵
に
依
存
●
よ
う
と
し
子
い
る
■
―
は

松
尾

る
蚕
種
の
歩
み

［
蚕
種
の
歴
史

大
竜
社
史
に
よ
る
と
、
我
国
の
蚕
種
に
関
す
る
こ
と
で
歴
史
に
職
場

し
た
の
は
、
第
十
四
代
仲
哀
天
皇
四
年
に
、
中
国
の
切
満
工
が
帰
化
し

て
蚕
種
及
び
珍
宝
を
献
し
た
と
き
と
書
か
れ
て
い
る
。
つ
い
で
文
武
人

星
大
■
年
中
、
常
陸
国
益
影
山
の
傍
ら
に
於
て
、
専
ら
蚕
種
を
製
造
し
、

市
場
を
維
城
の
地
に
開
い
て
、
近
郷
競
っ
て
蚕
種
を
試
み
る
に
至
っ
た

の
大
正
末
、
す
な
わ
ち
大
正

一
四
年
に
は
約
二
倍
に
増
加
し
た
。
こ
の

間
、
県
全
体
の
桑
園
面
積
は
一
・
六
倍
、
下
伊
那
で
は
一
・
ｔ
倍
に
拡

大
し
た
。
昭
■
二
年

一
”
九
二
七
）
二
月
金
融
恐
慌
が
お
こ
り
、
昭
和

四
年
大
恐
慌
と
な
っ
た
。
繭
価
は
暴
落
、
大
正

一
五
年
の
繭
価
を

，
〇

０
と
す
る
指
数
は
昭
和
■
～
六
年
に
は
二
〇
前
後
と
な
っ
た
が
、
肥
料
、

飼
料
、
蚕
種
は
低
落
せ
ず
養
蚕
農
家
は
古
境
に
立
ち
い
た
っ
た
。
暴
落

し
た
農
産
物
価
格
は
、
米
、
麦
が
昭
和
六
年
、
繭
が
昭
和
九
年
に
底
を

つ
き
以
後
回
復
に
向
「．た
。
昭
和
二
年
の

『扶
桑
館
製
糸
組
合
事
業
報

告
書
』
に
は

「本
年
度
二
入
り
ｆ
糸
価
ノ
惨
落
ハ
廃
■
ス
ル
処
フ
知
ラ

ズ
、
年
々
不
況
ノ
名
モ
此
処
二
至
リ
テ
ハ
通
り
過
ギ
テ
只
巣
然
ク
ル
ツ

、ヽ

一中
略
一
斯
ク
低
落
ノ
極
二
達
ス
レ
バ
達
ス
ル
機
、
優
良
ナ
ル

品
を
安
価
二
生
産
ス
ル
ニ
非
ザ
レ
バ
、
此
／
不
況
ノ
打
間
ヲ
ナ
シ

（下

略
語

と
嘆
ぜ
じ
め
、
「蚕
糸
改
善
規
格
統

一
の
要
項
「
を
傘
下
組
全
員

に
配
布
し
て
い
る
。
こ
の
年
は
繭
価

一
貫
匁
＝
■
・
七
五
厳
壺
，．り
二
円

一
■
戯
で
年
末
配
分
も
で
き
な
か
っ
た
（拙
驚

「伊
那
谷
山
村
の
変
鷺
」

八
二
頁
、　
一
九
八
人
）。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
旧
山
本
村
め

よ
う
に
業
国
面
積
の
拡
大
を
以
て
対
応
し
よ
う
と
し
た
村
も
あ
っ
た
が

下
伊
那
の
大
勢
は
桑
園
を
縮
小
し
、
多
角
的
農
業
経
営
へ
と
移
行
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

昭
和

¨
■
■

一
¨
九
二
七
）、
日
中
戦
争
が
始
ま
り
、
翌
年
国
家
総

動
員
法
公
布
、
平
和
産
業
の
抑
制
、
軍
需
産
業
強
化
と
同
時
に
、
農
業

政
策
で
は
食
料
と
軍
需
農
産
物
の
増
産
に
重
点
が
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ

旧
会
地
村

（阿
智
付
）
の
事
例

に
お
け

午
　
次
　
　
村
総
■
産
額
●
一

昭
和
七
年
　
五
二
上
、
人
四
七
円

昭
和
八
年
　
一士
ハ
■
、
四
●

一
門

昭
和
九
年
　
一一
Ｉ
二
、
五
●
■
出

蚕
蘭
糸
徹
●
一　
　
●
一●
ｘ
細

四
七
五
、
■
¨
五
円
　
・小
八
％

三
四
●
、
四
ｆ
●
円
　
一（
■
％

三
二
四
、
四
七
五
円
　
三分
二
％

一筆
者
　
阿
鸞
村
教
育
委
員
長

〒
獅
　
鶴
　
阿
智
村
春
Ｈ
一

正

と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
長
野
県
に
於
て
は
、
小
県
郡
塩
尻
村
藤
本
家
に
於
て
、
寛
文

年
間
蚕
種
を
製
造
し
て
販
売
し
た
と
い
う
ぉ
下
伊
那
に
所
謝
、
種
腱
が

で
き
た
の
は
、
江
戸
中
期
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
先
進
地
の
奥
州
や

北
信
の
種
が

「良
い
種
」
で
あ
っ
て
原
蚕
種
は
両
地
方
か
ら
入
っ
て
い

た
。
だ
ん
だ
ん
規
模
が
拡
大
し
て
養
蚕
家
が
増
え
て
く
る
と
、
蚕
種
の

良
い
も
の
を
伊
那
谷
で
も
つ
く
る
こ
と
を
考
え
る
人
達
が
現
わ
れ
て
き

/Jヽ
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